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雌性誘導のためにヒラメに投与した

エストラジオールの残留〔短報〕

柴田輝和
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人工飼育下でのヒラメの成長には雌雄差があり， I世

が綾より成長が良いことが知られている。このため，

ヒラメ養殖に雌種苗を導入することは，経営上有利に

なると考えられることから，近年，ヒラメ全雌種苗生

産技術開発が盛んに行われている。ヒラメは雌性ホル

モンであるエストラジオール 17s (以下.E2という)

の経口投与や浸1責処理により雌化することが知られて

いι:一方，食品中のE2の残留に関して，わが国で
はE2を含む天然ホルモンの残留について明確な基準

はないが，近年のより安全な食品への関心の高まりを

考慮すると， E2の残留には問題がある。ヒラメでのEz

の残留については，投与終了後3日以内で検出限界以

下になるとの報告があ£。今回，この報告とは異なっ

たE2の投与条件での残留を調査したので，その結果

を報告する。

供試魚は，1992年5月9日に天然親魚から人工採卵

を11'い，シオミズツボワムシ，アルテミアおよび魚肉
ミンチで，日令64日まで養成した平均全長39.1四のヒ

ラメ稚魚を用いた。 E2の経口投与方法は，111回らの

方法に準じて行った。すなわち，供試魚を0.5t円形

ポリエチレン製水槽4檎に，各700尾ずつ収容し，日

令65日から124日までの60日間，ホルモン区の 2水槽

にはE2をiE重量19当たり 1tgiifi加した魚肉ミンチ
(分析の結果，ホルモン濃度は 0.48ppm)を与えた。

対照区の2水槽にはホルモン無添加の魚肉ミンチを与

えた。ホルモン投与終了後の日令125日からはホルモ

ン区，対照区とも魚肉ミンチを与えて飼育した。サン

プリングは 1試料5尾以上とし，原則としてサンプ

リング当日の朝の給餌前に行い， -20'Cで保存した。

分析は食品衛生検査指針および宮崎らの方法を組み

合わせた図 1に示す方法で，財団法人日本冷凍食品検

査協会が行った。本法によるE2の検出限界は0.005

ppm，添加回収率は73.6%であった。

E2の残留結果を表1に示した。ホルモン区のホル

モン投与期間中の試料からは， 42日目の試料を除き

O. 005~0. OllppmのE2の残留が認められた。しかし，

投与終了後1日目以降は検出されなかった。また，ホ

ルモン投与前の試料と対照区からもE21土検出きれな

かった。

E21土生体内で急速に分解されるものと考えられて

いよ 11I口外海水試は， Ez O. 3ppmを含む配合餌科

をヒラメ稚魚、の日令30日から70日までの41日間投与し

た場合，む投与終了後3日日には既に検出限界以下

になったと報告している。今回は，既報より投与Ez

濃度は高く，投与期間も長期であったが，投与終了の

翌日には既lこEzは検出きれなかった。このことから，

Ezは魚体内に入った後 1日以内という早い時間で

分解されたものと考えられる。
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試料 10.0 g 

ト山ニトリル 25m/. 2同

抽出

i童ザ離(約3，000回転札附問)

アセトニトリル層

ト一一-3 %塩化ナトリウム溶液 50m/ 

卜一一一ジクロロメタン 40m!， 10m! 

抽出

水で洗浄

濃縮乾困 (45'C以下)

ボ「ドエルート シリカゲ川ヲム(ベンゼンで負荷)

ベンゼン 5 m/で洗浄

時エチルエタノー Jレ (3:1) 5耐で溶

i濃墨縮乾国 (μ45t以下)

ヘキサン 10m!に溶解

ト …ノ吋 10m!. 2回

抽出

メタノール層

的乾田附以下)

ボ戸ドエルート.ジエチjレアミノプロピル (DEA) カラム
I (5 %酢酸エチJレ・ジクロロメタン溶液で負荷)

5伊酸エチル ジクロロメタン溶液 8 m!で洗浄

時エチルエタノール (3:1) 5m/で制

濃縮乾回 (45t以下)

ECD-HPLC 
カラム・ YMC Pack A -302 ODS (150m X 4.6町1.D. ) 
検出器.電気化学検出器

(1) ECD 1 st 0.4 V 
2nd 0.7V 

(2) Guard Cell 0.75 V 
カラム温度:35t 
移動相:0.2%炭酸アンモニウム:アセトニトリル (70:45)
流速:0.8 mllmin. 
注入量 ;301le 

図1 エストラジオールー17sの分析方法



雌性誘導のためのヒラメに投与したエストラジオ ルの残留

表 1 エストラジオール 17βの残留

サンプリング日 実験区 分析部位

投与前日 全魚体

投与2日日 ホルモン区 全魚体

投与20日日 ホルモン区 金魚体

投与31日目 ホルモン区 全魚体

投与42日目 ホルモン区 全魚、体

投与42日日 ホルモン区 内臓

投与42日目 対照区 全魚、体

投与42日目 対照区 内I葺傘2

投与60日目 ホルモン区 金魚体

投与終了 1日目 ホルモン区 会魚体

投与終了 1日目 ホルモン区 内臓

投与終了2日目 ホルモン区 全魚体

投与終了 5日日 ホルモン区 会魚体

投与終了10日目 ホルモン区 全魚体

エストラジオール 17，'

残留濃度(∞m)

*' N.D. 
0.008 

0.011 

0.005 
傘1

N.D 

*' N.D 
字1

N.D 
*1 

N.D 

0.005 
*1 

N.D. 
*1 

N.D. 
*1 

N.D. 
傘1

N.D. 
キ1

N.D 
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日令平均全長平均体重

(日) (mm) (9) 

64 37.7 0.5 

66 40.8 0.8 

84 71. 9 3.6 

95 ヲ3.6 7. 5 

106 110.0 12.5 

106 121. 6 15.9 

106 118.4 16.8 

106 113.5 14.9 

124 147.0 31. 1 

125 150.2 35.0 

125 147.2 29.0 

126 148.8 31. 3 

129 157.8 40.5 

134 166.3 45.0 

* 1: N.D..検出されず(検出限界O.005ppm)
* 2 心臓，腎臓を除く内臓，消化管内容物を除く。
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